
ＩＰｖ６マルチプレフィックス環境でのＩＰｖ６マルチプレフィックス環境での
課題解決手法の標準化活動について課題解決手法の標準化活動について
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本日の進め方

前
半
前
半

後
半
後
半

ソフトバンクＢＢの事例
（プレゼン）

ソフトバンクＢＢの事例
（プレゼン）

標準化活動について
（プレゼン＋デモ）

標準化活動について
（プレゼン＋デモ）

最
後
最
後 質疑応答質疑応答
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ソフトバンクＢＢのソフトバンクＢＢの
マルチプレフィックス問題への取り組みマルチプレフィックス問題への取り組み
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背景

なぜ今回、マルチプレフィックス問題なぜ今回、マルチプレフィックス問題
を取り上げるのかを取り上げるのか

ネイティブ方式ネイティブ方式
（案４）（案４）

トンネル方式トンネル方式
（案２）（案２）

マルチプレフィックスマルチプレフィックス
発生しない発生しない

ｖ６アダプタｖ６アダプタ
で解決で解決
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背景

マルチプレフィックス問題はマルチプレフィックス問題は
一般的に起こりうる問題一般的に起こりうる問題

（対処が必要なのはＮＴＴ（対処が必要なのはＮＴＴ--ＮＧＮだけではない）ＮＧＮだけではない）

ネイティブ方式ネイティブ方式
（案４）（案４）

トンネル方式トンネル方式
（案２）（案２）

マルチプレフィックスマルチプレフィックス

発生しない発生しない
ｖ６アダプタｖ６アダプタ

で解決で解決

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・
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たとえば・・・コンシューマ向けサービスの例

IPv4 NetworkIPv4 Network

IPv4 InternetIPv4 Internet IPv6 InternetIPv6 Internet

6rd CPE6rd CPE6rd CPE6rd CPE6rd CPE6rd CPE

6rd6rd
Border RelayBorder Relay

IPv4 IPv6IPv4 IPv6IPv4 IPv6

フレッツ光
フレッツ 光ネクスト

ソフトバンクＢＢは昨年４月よりソフトバンクＢＢは昨年４月より
Y!BBY!BB光フレッツ向けに６ｒｄを提供光フレッツ向けに６ｒｄを提供

ＣＰＥに
６ｒｄ機能を

実装
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フレッツ＋６ｒｄでマルチプレフィックス問題発生

フレッツ＋６ｒｄではフレッツ＋６ｒｄでは
マルチプレフィックス問題の解決が必要マルチプレフィックス問題の解決が必要

ＩＰｖＩＰｖＩＰｖＩＰｖ６６６６
ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ

フレッツ網内フレッツ網内
ＩＰｖ６ＩＰｖ６

6rd CPE6rd CPE

IPv4 IPv6

NTTの
IPv6プレフィックス

SBBの
IPv6プレフィックス
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では、

ＳＢＢのフレッツ＋６ｒｄではＳＢＢのフレッツ＋６ｒｄでは
どうやって解決してるのか？どうやって解決してるのか？

ネイティブ方式ネイティブ方式
（案４）（案４）

トンネル方式トンネル方式
（案２）（案２）

マルチプレフィックスマルチプレフィックス

発生しない発生しない
ｖ６アダプタｖ６アダプタ

で解決で解決

フレッツフレッツ
＋６ｒｄ＋６ｒｄ

？？？？？？

・・・・・・

・・・・・・
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現状の解決方法について現状の解決方法について
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マルチプレフィックス問題解決に向けたアプローチ

アプローチ（１）
ＩＰｖ６マルチホーム環境下で問題なく
通信可能な機能をホストに実装する

アプローチ（２）
ＩＰｖ６マルチホーム環境が起こらないよ
うに、ＣＰＥの機能を実装する
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ソフトバンクＢＢの選択

アプローチ（１）
ＩＰｖ６マルチホーム環境下で問題なく
通信可能な機能をホストに実装する

アプローチ（２）アプローチ（２）
ＩＰｖ６マルチホーム環境が起こらないよＩＰｖ６マルチホーム環境が起こらないよ
うに、ＣＰＥの機能を実装するうに、ＣＰＥの機能を実装する
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ソフトバンクＢＢの解決策（現状）

ＩＰｖＩＰｖＩＰｖＩＰｖ６６６６
ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ

ポート分割方式を採用,
ＬＡＮポート毎に通信先のＩＰｖ６網を

一つに限定
フレッツ網内フレッツ網内

ＩＰｖ６ＩＰｖ６

6rd CPE6rd CPE

IPv4 IPv6IPv4 IPv6

NTTの
IPv6プレフィックス

SBBの
IPv6プレフィックス
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ＬＡＮポート設定画面

光ＢＢユニットのＷｅｂ-ＵＩで
「ＳＢＢのＩＰｖ６」、「ＮＴＴのＩＰｖ６」を選択

ポート単位で
選択可能

ポート単位で
選択可能
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フレッツ＋６ｒｄでフレッツ＋６ｒｄで
改善したいと思っていること改善したいと思っていること
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現状の課題

ＮＴＴポートでのフォールバック対策

ＤＮＳクエリＩＰｖ６トランスポート対応

ユーザビリティ向上
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現状の課題

ＮＴＴポートでのフォールバック対策

ＤＮＳクエリＩＰｖ６トランスポート対応

ユーザビリティ向上
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ＮＴＴポートでのフォールバック対策

「ＮＴＴｖ６」に設定したポートに接続した
特定のＰＣで発生

フレッツ網内フレッツ網内
ＩＰｖ６ＩＰｖ６

6rd CPE6rd CPE

IPv4 IPv6

AAAAレスポンスがあると・・・
フレッツＩＰｖ６網向け

に接続を試みる

ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ

コンテンツ

ＤＮＳ
サーバ

※ＹＢＢの６ｒｄでは
１割強のユーザーが設定

フレッツのＩＰｖ６アドレス
を持っている

現状
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ＮＴＴポートでのフォールバック対策

「ＮＴＴｖ６」ポート接続時は、
インターネット向け通信をｖ４だけに制限

インターネット向け
ＡＡＡＡクエリを破棄

フレッツ網内フレッツ網内
ＩＰｖ６ＩＰｖ６

6rd CPE6rd CPE

IPv4 IPv6

ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ

コンテンツ

ＤＮＳ
サーバ

改善案
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現状の課題

ＮＴＴポートでのフォールバック対策

ＤＮＳクエリＩＰｖ６トランスポート対応

ユーザビリティ向上
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ＩＰｖＩＰｖＩＰｖＩＰｖ６６６６
ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ

ＤＮＳクエリＩＰｖ６トランスポート対応

ｖ６-Ｏｎｌｙのネームサーバーは利用不可

6rd CPE6rd CPE

IPv4 IPv6

ＩＰｖ４ＩＰｖ４

ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ

ＤＮＳ
サーバ

ＤＮＳ
サーバ

現状
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ＩＰｖＩＰｖＩＰｖＩＰｖ６６６６
ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ

ＤＮＳクエリＩＰｖ６トランスポート対応

6rd CPE6rd CPE

IPv4 IPv6

ＩＰｖ４ＩＰｖ４

ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ

ＤＮＳ
サーバ

ＤＮＳ
サーバ

ｖ６-Ｏｎｌｙのネームサーバーも利用可

改善案
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現状の課題

ＮＴＴポートでのフォールバック対策

ＤＮＳクエリＩＰｖ６トランスポート対応

ユーザビリティ向上
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ユーザビリティ向上

（１） ＬＡＮポート毎のＩＰｖ６設定“必要”
（２） ６ｒｄ機能 デフォルト”ＯＦＦ”

LANポート毎の
ｖ６設定必要

6rd CPE6rd CPE

６ｒｄ デフォルト
ＯＦＦ

現状

ユーザーはＩＰｖ６を意識して利用する環境
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ユーザビリティ向上

LANポート毎の
ｖ６設定不要

6rd CPE6rd CPE

６ｒｄ デフォルト
ＯＮ

改善案

ユーザーは意識せずにＩＰｖ６を利用する環境

（１） ＬＡＮポート毎のＩＰｖ６設定“不要”
（２） ６ｒｄ機能 デフォルト”ＯＮ”
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ユーザビリティ向上

ＣＰＥがＩＰｖ６での通信先を
適切に判断する機能

ＩＰｖＩＰｖＩＰｖＩＰｖ６６６６
ＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔＩｎｔｅｒｎｅｔ

フレッツ網内フレッツ網内
ＩＰｖ６ＩＰｖ６

6rd CPE6rd CPE

IPv4 IPv6

フレッツ／ＳＢＢいずれかの
ＩＰｖ６プレフィックス

ネクストホップ、
ソースアドレス、

ＤＮＳサーバをＣＰＥが選択
（マルチホーム対応）

改善案
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ユーザビリティ向上

LANポート毎の
ｖ６設定不要

6rd CPE6rd CPE

６ｒｄ デフォルト
ＯＮ

改善案

ＣＰＥのマルチホーム対応ＣＰＥのマルチホーム対応がが
ユーザビリティ向上のカギユーザビリティ向上のカギ

（１） ＬＡＮポート毎のＩＰｖ６設定“不要”
（２） ６ｒｄ機能 デフォルト”ＯＮ”
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まとめ

１．マルチプレフィックス問題は１．マルチプレフィックス問題は
ＮＴＴＮＴＴ--ＮＧＮだけではないＮＧＮだけではない

２．Ｙ２．Ｙ!!ＢＢ光フレッツの６ｒｄではマルチＢＢ光フレッツの６ｒｄではマルチ
プレフィックス問題をＣＰＥで回避プレフィックス問題をＣＰＥで回避

３．ユーザービリティの向上には３．ユーザービリティの向上には
ＣＰＥでのマルチホーム対応などＣＰＥでのマルチホーム対応など
根本的な解決が必要根本的な解決が必要



28

後半へつづく・・・


